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中
学
校
の
体
育
授
業

 

武
道
に
「
剣
道
」
を
選
択

　

市
内
中
学
校
で
は
、
中
学
校
の

新
学
習
指
導
要
領
が
24
年
度
か
ら

全
面
的
に
実
施
さ
れ
る
の
に
伴

い
、
中
学
校
の
体
育
の
授
業
で
必

修
と
な
っ
た
武
道
に
「
剣
道
」
を

履
修
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
武

道
」
と
し
て
剣
道
、
柔
道
、
相
撲

の
中
か
ら
１
つ
を
選
択
し
て
指
導

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
市
内

の
７
中
学
校
で
は
、
以
前
か
ら
剣

道
を
指
導
し
て
き
た
こ
と
や
地
域

の
支
援
も
期
待
で
き
る
こ
と
な
ど

か
ら
「
剣
道
」
を
選
択
し
ま
し
た
。

※
学
習
指
導
要
領

小
学
校
や
中
学
校
で
教
え
る
各
教

科
等
の
内
容
を
示
し
た
も
の
。
教

科
書
は
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い

て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

教
育
指
導
の
方
針
と
重
点

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、「
平
成

24
年
度
下
呂
市
小
・
中
学
校
教
育

指
導
の
方
針
と
重
点
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
方
針
と
重
点
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
呂
市
教

育
研
究
所
）で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
【
教
育
委
員
会
・
学
校
教
育
課
】

新「東橋」完成

　

市
で
は
３
月
の
市
議
会
定
例

会
で
「
下
呂
市
暴
力
団
排
除
条

例
」
を
制
定
し
、
平
成
24
年
４

月
１
日
に
施
行
し
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
下
呂
市
か
ら

の
暴
力
団
排
除
に
つ
い
て
の
理

念
条
例
と
な
る
も
の
で
、
今
後

下
呂
市
で
は
、
本
条
例
に
基
づ

き
、
暴
力
団
排
除
に
向
け
た
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

近
年
全
国
的
に
指
定
暴
力
団

に
関
す
る
事
件
が
多
発
し
て
お

り
、
全
都
道
府
県
に
加
え
、
全

国
の
市
区
町
村
で
も
暴
力
団
排

除
条
例
が
制
定
さ
れ
つ
つ
あ
る

な
ど
、
暴
力
団
排
除
に
つ
い
て

の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　

条
例
で
は
、
市
民
の
皆
様
の

安
全
で
平
穏
な
生
活
を
確
保

し
、
市
に
お
け
る
社
会
経
済
活

動
の
健
全

な
発
展
に

寄
与
す
る

た
め
、
暴
力
団
の
排
除
に
つ
い

て
、
基
本
理
念
や
市
・
市
民
・

事
業
者
の
責
務
な
ど
を
定
め
ま

し
た
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
【
総
務
部
・
総
務
課
】

暴
力
団
排
除
条
例
を
制
定

　

金
山
町
東
沓
部
と
戸
部
を
結
ぶ

馬
瀬
川
に
架
か
る
新
「
東
あ
ず
ま
ば
し橋
」
が

２
月
25
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

老
朽
化
に
伴
う
掛
け
替
え

で
、
橋
は
延
長
約
１
０
９
㍍
、
幅

８
・
５
㍍
。
新
た
に
２
メ
ー
ト
ル

の
歩
道
が
付
き
ま
し
た
。
平
成

20
年
度
か
ら
５
年
を
か
け
て
完

成
し
た
も
の
で
、
総
事
業
費
は

４
億
４
２
４
０
万
円
で
す
。　
　

　
　
　
　
　
【
建
設
部
・
土
木
課
】

待
望
の
下
呂
浄
水
場
が
完
成

 

昨
夏
豪
雨
、
激
甚
災
害
に

　

昨
年
８
月
23
日
の
大
雨
で
は
、

市
内
各
地
で
土
砂
災
害
や
県
道
の

の
り
面
な
ど
が
崩
れ
る
被
害
が
多

く
で
ま
し
た
。
こ
の
災
害
が
３
月

14
日
、「
局
地
激
甚
災
害
」に
指
定

さ
れ
、災
害
復
旧
事
業
等
に
国
の

財
政
支
援
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。【
総
務
部
・
総
務
課
】

 

景
観
推
進
地
区
に

　
　
馬
瀬
地
域
を
指
定

　

下
呂
市
景
観
審
議
会
は
２
月
24

日
、
馬
瀬
地
域
全
域
を
市
景
観
条

例
に
基
づ
く
、「
景
観
推
進
地
区
」

に
指
定
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
萩
原
町
の
市
道
萩
原

本
町
線
沿
線（
商
店
街
）に
次
ぐ
二

番
目
の
指
定
で
、今
後
は
馬
瀬
地
方

自
然
公
園
づ
く
り
委
員
会（
小
池
永

司
委
員
長
）が
中
心
と
な
っ
て
、馬

瀬
地
域
の
景
観
保
全
と
新
た
な
創

出
を
目
指
し
、里
森
川
の
美
し
い
景

観
づ
く
り
が
進
む
よ
う
行
政
、事
業

者
、地
元
住
民
の
協
働
で
事
業
の
実

施
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

小
池
委
員
長
は
「
こ
れ
を
励
み

に
馬
瀬
地
域
の
景
観
づ
く
り
に
磨

き
を
か
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
【
建
設
部
・
建
築
課
】

　
東
上
田
保
木
口
地
内
に
３
月
20

日
、
新
「
下
呂
浄
水
場
」
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

下
呂
浄
水
場
は
旧
下
呂
地
域
の

下
呂
地
区
に
萩
原
町
西
上
田
の
一

部
を
加
え
た
区
域
を
計
画
給
水

地
域
と
し
、
計
画
給
水
人
口
は

７
６
０
０
人
。
一
日
の
最
大
給
水

量
は
９
３
０
０
立
方
㍍
で
す
。
現

在
の
最
先
端
技
術
で
あ
る
セ
ラ

ミ
ッ
ク
を
使
用
し
た「
膜
ろ
過
方

式
」を
採
用
し
、さ
ら
な
る
安
心
で

安
全
な
水
道
水
の
供
給
を
可
能
に

し
ま
し
た
。工
事
は
平
成
20
年
か

ら
４
年
を
か
け
て
完
成
。総
事
業

費
は
約
17
億
８
０
０
０
万
円
で
す
。

　

旧
浄
水
場
は
昭
和
45
年
に
供
用

開
始
。
40
年
以
上
が
経
過
し
老
朽

化
が
著
し
く
新
浄
水
場
の
建
設
が

望
ま
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、こ
の
工
事
に
合
わ
せ
て
、

市
内
の
簡
易
水
道
の
集
中
監
視
化

も
実
施
し
ま
し
た
。

　
【
上
下
水
道
部
・
水
道
事
業
課
】

完成した新「下呂浄水場」

暴力団追放！資金源根絶 取締強化
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★
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

　

中
島
晋
さ
ん
（
金

山
町
金
山
）
が
３
月
31
日
付
で
辞

任
さ
れ
、
後
任
に
川
尻
実
さ
ん

（
61
歳
・
金
山
町
金
山
）
が
４
月

１
日
付
で
就
任
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

 

【
総
務
部
・
契
約
管
財
課
】

★
指
定
管
理
者
の
指
定

　

濁
河
温
泉
高
原
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
旧
御

嶽
少
年
自
然
の
家
）と
御
嶽
パ
ノ

ラ
マ
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
指
定
管
理
者

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
所
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
環
境
シ
ス
テ
ム
研
究
所（
理
事

長 

小
林
寛
道
）が
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
あ
さ
ぎ
り
サ
ニ
ー
ラ

ン
ド
と
か
な
や
ま
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド

の
指
定
管
理
者
に
は
、
引
き
続
き

社
会
福
祉
法
人
下
呂
福
祉
会（
理

事
長
・
曽
我
博
男
）
が
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
期
間
は
い
ず
れ
も
平
成

24
年
４
月
か
ら
５
年
間
で
す
。

★
下
呂
検
定
２
０
１
２

　

２
月
18
日
に
行
わ
れ
た
「
下
呂

検
定
」
に
は
県
内
外
か
ら
１
６
９

人
が
受
験
。
上
級
・
初
級
・
キ
ッ

ズ
合
わ
せ
て
98
人
が
合
格
し
ま
し

た
。
合
格
者
に
は
認
定
書
な
ど
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

 　
　
　
【
観
光
商
工
部
・
観
光
課
】

★
市
職
員
の
異
動

退
職
〔
２
月
29
日
付
〕

二
村
満
夫
（
会
計
課
理
事
）

　
　
　
　
　

 

【
総
務
部
・
人
事
課
】

下呂市森林管理委員会委員を募集
　「下呂市森林管理委員会」は、森林を将来にわたって守
り育て、次世代に引き継いでいくため、多くの市民の方々
の意見・提案を反映させながら、長期的な視点で森林づく
りの提言や森林等に関する情報収集・発信を行っています。
同委員会の委員改選に伴い、新たな委員を募集します。

１. 募集人員／２名程度
２. 募集資格／①～③のすべての要件を満たす方
　①市内に居住または通勤している方
　②年齢満 20 歳以上の方（平成 24 年 4 月 1 日現在）
　③国、地方公共団体の議員あるいは常勤の公務員でない方
３. 委員の役割／
　（1）市の森林整備の推進、林業・木材産業の振興、
　　　森林の活用等を図り、健全で豊かな下呂市の
　　　森林づくりを進めるための提言や森林施策に
　　　ついての検討会議等への参加。
　（2）市民の皆さんへの森林情報の発信、市民の
　　　皆さんからの森林情報の収集。
４. 任　　期／３年間（平成 27 年 3 月まで）
５. 申　　込／
　（1） 申込用紙を電話で請求してください。市ホー
　　　ムページからもダウンロード可能です。
　（2）募集用紙に必要事項を記入のうえ、郵便ま
　　　たはメールで申し込みしてください。
６. 応募締切／ 4 月 27 日（金）
７. 問 合 先／下呂市役所農林部林務課内
　　　　　　  下呂市森林管理委員会事務局
　　　　　　  電話 52-2000　FAX 52-2807
　　　　　　  メール　rinmu@city.gero.lg.jp

林
業
施
策
や
政
策
を
提
言

　

下
呂
市
森
林
管
理
委
員
会
（
都

筑
千
尋
委
員
長
）
は
、
森
林
整
備

の
推
進
や
林
業
・
木
材
産
業
の
振

興
な
ど
の
政
策
を
提
言
書
に
ま
と

め
、
２
月
15
日
、
市
長
に
提
出
し

ま
し
た
。

　

提
言
書
は
、
国
や
県
へ
の
政
策

提
案
と
市
へ
の
提
言
と
し
て
16
項

目
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
や
県
へ
の
政
策
提
案
で
は
、

再
造
林
の
必
要
性
や
獣
害
対
策
の

徹
底
な
ど
を
要
望
す
る
事
を
、
市

へ
の
提
言
で
は
、
下
呂
市
森
林
づ

く
り
基
本
条
例
の
制
定
、
市
有
林

の
整
理
統
合
と
活
用
、
森
林
・
林

業
へ
の
理
解
と
促
進
、
多
様
な
利

用
に
向
け
た
体
制
整
備
な
ど
を
求

め
て
い
ま
す
。

　

提
言
書
の
内
容
は
、
下
呂
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

下
呂
市
森
林
管
理
委
員
会
は
、

森
林
資
源
が
有
効
に
活
用
さ
れ
、

森
林
の
多
面
的
な
機
能
が
発
揮
さ

れ
る
よ
う
森
林
管
理
、
整
備
お
よ

び
林
業
・
木
材
産
業
振
興
に
関
す

る
基
本
方
針
の
提
言
や
情
報
の
収

集
、発
信
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
【
農
林
部
・
林
務
課
】 提言書を手渡す都筑委員長（右）

下
呂
市
森
林
管
理
委
員
会

（
敬
称
略
）

出
場
▼
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第
25
回
都
道
府
県
対

抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会
２
０
１
２
【
３
月
28
～
30
・
東
京
都
】

熊
崎
貴
人
（
下
呂
中
２
年
）

お
近
く
ま
で
お
越
し
の
際
は
、

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▼
４
月
20
〜
22
日
、
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン

〜
第
10
回 

Ｍ
Ｉ
Ｄ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
〜

（
東
京
都
六
本
木
）
市
内
事
業
者
に
よ

る
特
産
品
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

４
月
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

市
で
は
金
山
町
に
あ
る
Ｋ
Ｙ
Ｂ
金
山

株
式
会
社
と
企
業
立
地
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
同
社
の
工
場
移
転
新
築
と
跡

地
へ
の
工
場
新
設
計
画
に
関
し
、
協
力

し
て
推
進
を
図
る
た
め
の
も
の
で
、
地

元
雇
用
や
地
域
発
展
へ
の
寄
与
な
ど
を

定
め
て
い
ま
す
。
写
真
は
協
定
書
に
署

名
し
た
有
田
恒
文
社
長
、
下
呂
市
長
、

河
内
宏
彦
飛
騨
振
興
局
長
（
左
か
ら
）。

　

�

【
観
光
商
工
部
・
商
工
課
】

企業立地協定を締結
KYB金山㈱と下呂市


